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第３章 ひとり暮らし寡婦の生活実態 
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１ ひとり暮らし寡婦の世帯の推移 

１－１ 世帯数の年次別推移 

本県の 40 歳以上 65 歳未満のひとり暮らし寡婦の世帯数は、平成 30 年 4 月 1 日現在で 248 世帯

であり、前回調査（平成 26 年 4 月）に比べ、17 世帯、7.4％の増加となっている。 

 

【図 1-1 ひとり暮らし寡婦の世帯数の年次別推移】 

 
 

【表 1-1 ひとり暮らし寡婦の世帯数の年次別推移】 

項目 母子家庭の 

世帯数 

前回調査との比較 県全世帯数 

(B) 

出現率 

(A/B) 調査年月   増減数 増減率 

60 年 9 月 2,682 － － 323,019 0.83%

平成 2 年 9 月 2,562 -120 -4.5% 358,358 0.71%

7 年 9 月 2,462 -100 -3.9% 400,260 0.62%

12 年 9 月 2,695 233 9.5% 445,332 0.61%

17 年 3 月 1,828 -867 -32.2% 484,685 0.38%

21 年 4 月 1,402 -426 -23.3% 521,926 0.27%

26 年 4 月 231 -1,171 -83.5% 548,352 0.04%

30 年 4 月 248 17 7.4% 564,472 0.04%
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１－２ ひとり暮らし寡婦の年齢 

ひとり暮らし寡婦の年齢は、「60 歳～64 歳」が 42.9％で最も多く、次いで「55 歳～59 歳」が

28.6％となっている。前回調査と比較すると、「60 歳～64 歳」が 13.6 ポイント減少し、「50 歳～

54 歳」が 5.4 ポイント増加している。 

【図 1-2 ひとり暮らし寡婦の年齢】 

 

２ ひとり暮らし寡婦の世帯の状況 

２－１ 配偶者がいなくなった当時の年齢 

配偶者がいなくなった当時の年齢は、「40 歳～44 歳」が 27.8％で最も多く、次いで「35 歳～39

歳」が 19.5％となっている。前回調査と比較すると、「40 歳～44 歳」が 7.0 ポイント増加し、「35

歳～39 歳」が 4.5 ポイント、「30 歳～34 歳」が 4.1 ポイント減少している。 

【図 2-1 配偶者がいなくなった当時の年齢】 

 
２－２ 配偶者がいない原因 

配偶者がいない原因は、「離婚」が 60.2％と最も多く、次いで「死別」が 29.3％、「遺棄・行方

不明」が 2.3％となっている。前回調査と比較すると、「離婚」が 8.0 ポイント減少している。 

【図 2-2 配偶者がいない原因】 

  

0.8%

0.6%

8.3%

7.1%

15.8%

10.4%

28.6%

24.7%

42.9%

56.5%

3.8%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

40歳～44歳 45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳 60歳～64歳 無回答

0.0%

0.0%

1.5%

5.2%

17.3%

13.6%

17.3%

21.4%

19.5%

24.0%

27.8%

20.8%

9.0%

9.1%

1.5%

1.3%

0.8%

0.6%

5.3%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

19歳以下 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳

40歳～44歳 45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳 無回答

29.3%

29.2%

60.2%

68.2%

2.3%

1.3%

1.5%

0.6%

0.0%

0.0%

1.5%

0.0%

1.5%

0.0%

3.8%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

死別 離婚 遺棄・行方不明 DV あなたが家を出た 未婚の母 その他 無回答



99 

２－３ ひとり暮らしになってからの期間 

ひとり暮らしになってからの期間は、「5年～10 年未満」が 34.6％と最も多く、次いで「1年～

5 年未満」が 31.6％、「10 年～15 年未満」が 15.0％となっている。前回調査と比較すると、「5年

～10 年未満」が 7.3 ポイント増加し、「10 年～15 年未満」が 4.5 ポイント減少している。 

【図 2-3 ひとり暮らしになってからの期間】 

 

 

２－４ ひとり暮らしになった当時の年齢 

ひとり暮らしになった当時の年齢は、「50 歳～54 歳」が 36.8％と最も多く、次いで「45 歳～49

歳」が 22.6％、「55 歳～59 歳」が 18.0％となっている。前回調査と比較すると、「45 歳～49 歳」

が 3.1 ポイント、「50 歳～54 歳」が 3.7 ポイント増加し、「55 歳～59 歳」が 5.4 ポイント減少し

ている。 

【図 2-4 ひとり暮らしになった当時の年齢】 

 

２－５ ひとり暮らしになった理由 

ひとり暮らしになった理由は、「その他」を除いて、「子どもと別居」が 74.4％と最も多く、次

いで「配偶者と離婚」が 9.0％となっている。前回調査と比較すると、「子どもと別居」が 5.5 ポ

イント減少し、「配偶者と離婚」が 2.5 ポイント増加している。 

【図 2-5 ひとり暮らしになった理由】 

 

1.3%

31.6%

33.8%

34.6%

27.3%

15.0%

19.5%

9.8%

5.8%

3.8%

1.9%

4.5%

0.8%

1.9%

4.5%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

１年未満 1年～5年未満 5年～10年未満 10年～15年未満 15年～20年未満

20年～25年未満 25年～30年未満 30年以上 無回答

0.0%

0.6%

1.3%

2.3%

3.2%

1.5%

2.6%

10.5%

8.4%

22.6%

19.5%

36.8%

33.1%

18.0%

23.4%

3.8%

3.9%

4.5%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 40歳～44歳

45歳～49歳 50歳～54歳 55歳～59歳 60歳以上 無回答

2.3%

5.8%

9.0%

6.5%

1.5% 74.4%

79.9%

9.8%

7.1%

3.0%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

配偶者が死亡 配偶者と離婚 子どもと死別 子どもと別居 その他 無回答
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２－６ 別居している子どもの数 

別居している子どもの数は、「２人」が 48.9％と最も多く、次いで「１人」が 30.8％、「３人以

上」が 15.8％となっている。前回調査と比較すると、「１人」が 2.9 ポイント増加し、「２人」が

5.0 ポイント減少している。 

【図 2-6 別居している子どもの数】 

 
 

２－７ 別居している子どもとの同居希望 

別居している子どもとの同居希望は、「今後も一人で暮らしたい」が 50.4％と最も多く、次いで

「わからない」が 36.1％、「同居したいがやむを得ない事情でできない」が 6.8％となっている。

前回調査と比較すると、「今後も一人で暮らしたい」が 4.3 ポイント増加し、「同居したいがやむ

を得ない事情でできない」が 4.9 ポイント減少している。 

【図 2-7 別居している子どもとの同居希望】 

 

３ 住居の状況 

３－１ 現在の住居 

現在の住居は、「あなたの持家」が 52.6％と最も多く、次いで「県営・市町営住宅」が 21.8％、

「民間の借家・アパート」が 12.8％となっている。前回調査と比較すると、「あなたの持家」が

5.2 ポイント増加し、「あなたの実家」が 4.6 ポイント減少している。 

  

30.8%

27.9%

48.9%

53.9%

15.8%

16.9%

1.5%

3.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

1人 2人 3人以上 子供がない 無回答

6.8%

11.7%

3.0%

7.1%

50.4%

46.1%

36.1%

33.1%

3.8%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

同居したいがやむを得ない事情でできない 将来は同居の予定

今後も一人で暮らしたい わからない

無回答



101 

【図 3-1 現在の住居】 

 

３－２ 現在の住居で困っていること 

現在の住居で困っていることは、「特にない」が 33.8％と最も多く、次いで「古い」が 22.6％、

「家賃やローンが高い」が 15.8％となっている。前回調査と比較すると、「家賃やローンが高い」

が 4.8 ポイント増加している。 

【図 3-2 現在の住居で困っていること（複数回答）】 

 

  

52.6%

3.8%

4.5%

0.8%

0.0%

1.5%

21.8%

2.3%

0.0%

12.8%

0.0%

47.4%

0.6%

9.1%

0.0%

0.6%

1.9%

24.0%

3.2%

1.3%

11.0%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

あなたの持家

別れた夫の持家

あなたの実家

別れた夫の実家

他人の家に間借

その他の親族の家

県営・市町営住宅

雇用促進住宅、公社・公団住宅(UR等)

社宅・官舎

民間の借家・アパート

無回答

今回(Ｎ=133) 前回(Ｎ=154)

15.8%

0.8%

22.6%

1.5%

0.8%

1.5%

12.0%

33.8%

11.3%

11.0%

1.9%

24.7%

1.3%

0.6%

1.9%

13.6%

39.0%

5.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

家賃やローンが高い

狭い

古い

周囲の環境がよくない

立ち退きを迫られている

職場まで遠い

その他

特にない

無回答

今回(Ｎ=133) 前回(Ｎ=154)
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３－３ 賃貸住宅を探す時に困ったこと 

現在の住居が賃貸住宅である場合、賃貸住宅を探す時に困ったことは、「県営・市町営住宅にな

かなか入れなかった」が 30.6％で最も多く、次いで「特になかった」が 22.4％、「入居可能な賃

貸物件の情報が不足していた」が 10.2％となっている。 

【図 3-3 賃貸住宅を探す時に困ったこと（複数回答）】 

 
※賃貸住宅には県営・市町営住宅、雇用促進住宅、公社・公団住宅、社宅・官舎、民間の借家・アパートが含まれる。 

 

４ 就労状況 

４－１ 現在の職業 

現在の職業は、「サービス職業従事者」が 27.1％と最も多く、次いで「事務従事者」が 15.0％、

「販売従事者」が 12.8％となっている。 

【図 4-1 現在の職業】 

 

  

22.4%

6.1%

8.2%

8.2%

10.2%

30.6%

2.0%

6.1%

24.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

特になかった

希望する場所に住宅が見つからなかった

保証金（敷金等）などの一時金が確保できなかった

連帯保証人が見つからなかった

入居可能な賃貸物件の情報が不足していた

県営・市町営住宅になかなか入れなかった

一人暮らしであることを理由に断られた

その他

無回答

(Ｎ=49)

専門的・技術的職業従事者, 

7.5%

管理的職業従事者, 1.5%

事務従事者, 

15.0%

販売従事

者, 12.8%

農林漁業従事者, 

0.8%

生産工程従事者, 

8.3%運搬・清掃・包装等従事者, 6.8%

サービス職業従事

者, 27.1%

その他, 12.0%

無職, 6.8%

無回答, 1.5%
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４－２ 現在の就労形態 

現在の就労形態は、「パート・アルバイト」が 37.6％と最も多く、次いで「正社員以外のフルタ

イム社員」が 20.3％、「正社員」が 17.3％となっている。前回調査と比較すると、「正社員」が 6.9

ポイント、「正社員以外のフルタイム社員」が 7.3 ポイント増加し、「無職」が 19.2 ポイント減少

している。 

【図 4-2 現在の就労形態】 

 
４－３ 現在の仕事に就いた時期 

現在の仕事に就いた時期は、配偶者がいなくなる「あと」が 82.3％で、「まえ」が 9.7％となっ

ている。 

【図 4-3 現在の仕事に就いた時期】 

 
４－４ 以前の就労形態 

配偶者がいなくなったあと現在の仕事に就いた人で、以前の就労形態については「パート・ア

ルバイト」が 37.3％で最も多く、次いで「正社員」が 27.5％となっている。 

【図 4-4 以前の就労形態】 

 

 

  

0.8%

3.0%

0.0%

0.0%

17.3%

20.3%

37.6%

5.3%

0.8%

6.8%

8.3%

1.3%

5.8%

0.6%

0.6%

10.4%

13.0%

37.0%

0.6%

1.3%

26.0%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自営業（他人を雇用）

自営業（他人を雇用せず）

内職

家業の手伝い

正社員

正社員以外のフルタイム社員

パート・アルバイト

派遣社員

その他

無職

無回答

今回(Ｎ=133) 前回(Ｎ=154)

9.7%

82.3%

8.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

まえ

あと

無回答

（Ｎ=124）

2.0%

4.9%

0.0%

2.0%

27.5%

14.7%

37.3%

2.9%

1.0%

7.8%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自営業（他人を雇用）

自営業（他人を雇用せず）

内職

家業の手伝い

正社員

正社員以外のフルタイム社員

パート・アルバイト

派遣社員

その他

無職

無回答

(Ｎ=102)
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４－５ 現在の仕事を見つけた方法 

配偶者がいなくなったあと現在の仕事に就いた人で、現在の仕事を見つけた方法については、

「公共職業営業所（ハローワーク）の紹介」が 33.3％と最も多く、次いで「広告や情報誌等によ

り自分で見つけた」が 29.4％、「知人の紹介」が 19.6％となっている。 

【図 4-5 現在の仕事を見つけた方法】 

 

 

４－６ 配偶者がいなくなったあとの求職活動の問題点 

配偶者がいなくなったあとの求職活動の問題点は、「特に問題はなかった」が 35.3％と最も多く、

次いで「年齢制限があった」が 29.4％、「求人自体が少なかった」が 20.6％となっている。 

前回調査と比較すると、「資格・技能が合わなかった」が 5.4 ポイント、「特に問題はなかった」

が 4.6 ポイント増加し、「気軽な相談先などがなかった」が 4.5 ポイント減少している。 

【図 4-6 配偶者がいなくなったあとの求職活動の問題点（複数回答）】 

 

  

5.9%

19.6%

33.3%

29.4%

0.0%

8.8%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

親や兄弟、親戚の紹介

知人の紹介

公共職業営業所（ハローワーク）の紹介

広告や情報誌等により自分で見つけた

母子家庭等就業・自立支援センターの紹介

その他

無回答

(Ｎ=102)

3.9%

6.9%

3.9%

5.9%

20.6%

29.4%

8.8%

8.8%

6.9%

2.0%

35.3%

7.8%

3.4%

11.4%

3.4%

4.5%

22.7%

26.1%

3.4%

9.1%

9.1%

1.1%

30.7%

11.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

相談先がわからなかった

気軽な相談先などがなかった

休職中の育児の支援がなかった

適職がわからなかった

求人自体が少なかった

年齢制限があった

資格・技能が合わなかった

就業時間が合わなかった

就業経験が少なかった

寡婦であることを問題にされた

特に問題はなかった

無回答

今回(Ｎ=102) 前回(Ｎ=88)
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４－７ 無職の理由 

４－１で無職と回答した人のうち、その理由は、「病気（病弱）やけがで働けない」が 44.4％、

「年齢的に条件の合う仕事がない」が 22.2％となっている。 

【図 4-7 無職の理由】 

 

４－８ 資格・技能の取得状況 

資格・技能の取得の有無は、「持っている」が 54.1％、「持っていない」が 27.8％となっている。 

【図 4-8 資格・技能の取得の有無】 

 
４－８－１ 取得している資格、技能の種類 

資格、技能の取得状況は、「その他」を除き、「ホームヘルパー」が 37.5％と最も多く、次いで

「簿記」が 36.1％、「調理師」および「パソコン」が 13.9％となっている。その他の主な回答は、

珠算、土木施工管理技士等となっている。 

【図 4-8-1 資格、技能の取得状況（複数回答）】 

0.0%

0.0%

22.2%

44.4%

11.1%

0.0%

22.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

収入面で条件の合う仕事がない

時間について条件の合う仕事がない

年齢的に条件の合う仕事がない

病気（病弱）やけがで働けない

働かなくても経済的に困らない

その他

無回答

(Ｎ=9)

54.1% 27.8% 18.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

持っている 持っていない 無回答

36.1%

37.5%

6.9%

4.2%

1.4%

13.9%

2.8%

13.9%

2.8%

4.2%

6.9%

8.3%

0.0%

1.4%

4.2%

11.1%

0.0%

26.4%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

簿記

ホームヘルパー

教員

看護師

准看護師

調理師

理・美容師

パソコン

外国語

栄養士

介護福祉士

保育士

理学療法士

作業療法士

大型・第二種自動車免許

医療事務

行政書士

その他

無回答

(Ｎ=72)
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４－８－２ 資格・技能の今後の取得希望の有無 

資格・技能の今後の取得希望の有無は、「取得したい」が 30.1％、「特にない」が 60.2％となっ

ている。 

【図 4-8-2 資格・技能の今後の取得希望の有無】 

 

 

４－８－３ 資格・技能の今後の取得希望  

今後に資格・技能の取得を希望する人のうち、取得したい資格・技能の種類は、「その他」を除

き、「パソコン」が 31.0％と最も多く、次いで「外国語」および「医療事務」が 8.6％となってい

る。 

【図 4-8-3 資格、技能の今後の取得希望（複数回答）】 

 

  

30.1% 60.2% 9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ30(Ｎ=133)

取得したい 特にない 無回答

1.7%

6.9%

1.7%

3.4%

3.4%

3.4%

0.0%

31.0%

8.6%

5.2%

5.2%

3.4%

3.4%

1.7%

1.7%

8.6%

1.7%

8.6%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

簿記

ホームヘルパー

教員

看護師

准看護師

調理師

理・美容師

パソコン

外国語

栄養士

介護福祉士

保育士

理学療法士

作業療法士

大型・第二種自動車免許

医療事務

行政書士

その他

無回答

(Ｎ=40)
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５ 所得と生計の状況 

５－１ 家計の主な収入 

家計の主な収入は、「あなたの勤労収入」が 78.9％と最も多く、次いで「年金収入」が 15.0％

となっている。前回調査と比較して「あなたの勤労収入」が 21.8 ポイント増加し、「年金収入」

が 12.9 ポイント減少している。 

家計の 2 番目に主な収入は、「無回答」を除いて、「年金収入」が 36.8％と最も多く、次いで「あ

なたの勤労収入」が 7.5％となっている。 

【図 5-1 家計の主な収入（複数回答）】 

 

 

５－２ ひとり暮らし寡婦の年間勤労収入 

ひとり暮らし寡婦の年間勤労収入は、「100 万円～200 万円未満」が 33.8％と最も多く、次いで

「200 万円～300 万円未満」が 18.8％、「100 万円未満」が 15.0％となっている。前回調査と比較

すると「300 万円～400 万円」が 7.9 ポイント、「200 万円～300 万円未満」が 6.5 ポイント増加し、

「なし（無職）」が 8.0 ポイント、「100 万円～200 万円未満」が 3.9 ポイント、「100 万円未満」が

3.8 ポイント減少している。 

78.9%

0.8%

0.8%

15.0%

0.8%

0.0%

2.3%

1.5%

57.1%

3.9%

1.3%

27.9%

0.6%

2.6%

2.6%

3.9%

7.5%

0.0%

3.0%

36.8%

0.8%

2.3%

4.5%

45.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

あなたの勤労収入

別居の子どもからの仕送り

他の親族からの援助

年金収入

生活保護

財産収入

その他

無回答

今回(Ｎ=133) 前回(Ｎ=154) 今回・2番目(Ｎ=133)
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【図 5-2 ひとり暮らし寡婦の年間勤労収入（平成 29 年分）】 

 

 

５－３ ひとり暮らし寡婦の年間総収入 

ひとり暮らし寡婦の年間総収入は、無回答を除いて、「100 万円～200 万円未満」が 28.6％と最

も多く、次いで「200 万円～300 万円未満」が 19.5％、「100 万円未満」が 10.5％となっている。 

【図 5-3 ひとり暮らし寡婦の年間総収入（平成 29 年分）】 

年間総収入は、給料・ボーナスの他、年金、仕送り、生活保護費、財産収入等含む。 

 

 

3.0%

15.0%

33.8%

18.8%

9.8%

3.0%

0.8%

0.0%

0.0%

0.0%

15.8%

11.0%

18.8%

37.7%

12.3%

1.9%

1.3%

1.3%

0.0%

0.0%

0.6%

14.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

なし（無職）

100万円未満

100万円～200万円未満

200万円～300万円未満

300万円～400万円未満

400万円～500万円未満

500万円～600万円未満

600万円～700万円未満

700万円～800万円未満

800万円以上

無回答

今回(Ｎ=133) 前回(Ｎ=154)

2.3%

10.5%

28.6%19.5%

8.3%

3.8%

0.0%

1.5%

0.0%

0.0%

25.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

なし（無職）

100万円未満

100万円～200万円未満

200万円～300万円未満

300万円～400万円未満

400万円～500万円未満

500万円～600万円未満

600万円～700万円未満

700万円～800万円未満

800万円以上

無回答

(Ｎ=133)
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５－４ 家計の中で負担に感じる費用 

家計の中で負担に感じる費用は、「住宅費」が 39.8％で最も多く、次いで「光熱水費」が 35.3％、

「食費」が 33.1％となっている。 

前回調査と比較すると、「通信費」が 16.8 ポイント、「借金・ローン」が 5.3 ポイント増加し、

「光熱水費」が 14.1 ポイント、「医療費」が 4.9 ポイント減少している。 

【図 5-4 家計の中で負担に感じる費用（複数回答）】 

 

５－５ 暮らし向きに対する意識 

暮らし向きに対する意識は、「苦しい」が 41.4％と最も多く、次いで「ふつう」が 35.3％、「た

いへん苦しい」が 15.0％となっている。 

前回調査と比較すると、「ふつう」が 3.5 ポイント増加し、「たいへん苦しい」が 7.1 ポイント、

減少している。 

【図 5-5 暮らし向きに対する意識】 

 

  

33.1%

39.8%

35.3%

4.5%

2.3%

12.0%

3.0%

15.0%

27.8%

15.0%

18.0%

9.0%

2.3%

37.0%

37.0%

49.4%

3.2%

1.9%

16.9%

3.2%

19.5%

11.0%

9.7%

18.2%

5.8%

5.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

食費

住宅費

光熱水費

衣料費

教育費

医療費

教養・娯楽費

交際費

通信費

借金・ローン

その他

特にない

無回答

今回(Ｎ=133) 前回(Ｎ=154)

15.0%

22.1%

41.4%

41.6%

35.3%

31.8%

3.8%

3.9%

0.8%

3.8%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

たいへん苦しい 苦しい ふつう 多少ゆとりがある とてもゆとりがある 無回答
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６ 健康の状況 

６－１ ひとり暮らし寡婦の健康状態 

ひとり暮らし寡婦の健康状態は、「ふつう」が 57.9％と最も多く、次いで「病気がちである」が

30.8％となっている。前回調査と比較して「ふつう」が 7.9 ポイント増加し、「病気がちである」

が 8.8 ポイント減少している。 

【図 6-1 ひとり暮らし寡婦の健康状態】 

 
６－２ 病気になったとき、世話をしてくれる人 

ひとり暮らし寡婦の方が病気になったとき、世話をしてくれる人は、「その他」を除き、「あな

たの子」が 50.4％と最も多く、次いで「あなたの親族」が 9.0％、「知人・友人」が 3.8％となっ

ている。 

【図 6-2 病気になったとき、世話をしてほしい人】 

 
６－３ 健康保険の加入状況 

健康保険の加入状況は、「被用者保険（本人）」が 54.1％と最も多く、次いで「国民健康保険」

が 34.6％となっている。前回調査と比較すると、「被用者保険（本人）」が 20.3 ポイント増加し、

「国民健康保険」が 21.2 ポイント減少している。 

【図 6-3 健康保険の加入状況】 

9.0%

10.4%

57.9%

50.0%

30.8%

39.6%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

健康である ふつう 病気がちである 無回答

50.4%

9.0%

0.0%

3.8%

2.3%

3.0%

0.0%

24.8%

6.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

あなたの子

あなたの親族

近所の人

知人・友人

家庭生活支援員（日常生活支援）

ホームヘルパー

家政婦

その他

無回答

(Ｎ=133)

34.6%

55.8%

54.1%

33.8%

7.5%

7.1%

0.8%

1.3%

3.0%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

国民健康保険 被用者保険（本人） その他の社会保険（扶養家族） 加入していない 無回答
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６－４ 月当たり医療費 

月当たり医療費は、「0円」が 36.1％と最も多く、次いで「1 円～2,000 円未満」が 35.3％、「2,000

円～5,000 円未満」が 13.5％となっている。前回調査と比較すると、「1円～2,000 円未満」が 3.5

ポイント、「2,000 円～5,000 円未満」が 3.8 ポイント増加し、「5,000～10,000 円」が 4.2 ポイン

ト減少している。 

【図 6-4 月当たりの医療費】 

 

 

  

36.1%

39.0%

35.3%

31.8%

13.5%

9.7%

2.3%

6.5%

5.3%

3.9%
2.6%

2.3%

3.2%

5.3%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

0円 1円～2,000円未満 2,000円～5,000円未満

5,000円～10,000円未満 10,000円～20,000円未満 20,000円～30,000円未満

30,000円以上 無回答
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７ 寡婦福祉施策等 

７－１ 制度の利用状況 

制度の利用状況をみると、利用経験（「利用しているまたは利用したことがある」）は、「医療費

助成（福祉医療費制度（マル福））」、および「年金（遺族年金・障害年金）」が 84.2％で最も多く、

次いで「公共職業安定所（ハローワーク）」が 75.2％、「市町福祉関係窓口」が 42.1％となってい

る。 

一方、「制度を知らない」が最も多いのは、「養育費相談支援センター」で 62.4％、次いで「家

庭生活支援員の派遣」が 55.6％となっている。 

「知っているが利用したことがない」が最も多いのは、「民生委員児童委員」で 42.9％となって

いる。 

【図 7-1 制度の利用状況】 

 

  

42.1%

15.8%

12.0%

10.5%

75.2%

5.3%

5.3%

0.8%

0.8%

14.3%

7.5%

4.5%

84.2%

84.2%

8.3%

21.1%

35.3%

42.9%

27.8%

13.5%

31.6%

17.3%

19.5%

16.5%

29.3%

15.8%

22.6%

5.3%

5.3%

26.3%

11.3%

19.5%

16.5%

13.5%

2.3%

24.1%

21.1%

12.0%

8.3%

14.3%

16.5%

20.3%

3.8%

3.8%

18.0%

13.5%

20.3%

15.8%

34.6%

0.8%

27.8%

44.4%

55.6%

62.4%

31.6%

50.4%

39.8%

1.5%

1.5%

35.3%

12.0%

9.0%

12.8%

13.5%

8.3%

11.3%

12.0%

12.0%

12.0%

10.5%

9.8%

12.8%

5.3%

5.3%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ア）市町福祉関係窓口

（イ）福祉事業所

（ウ）民生委員児童委員

（エ）母子・父子自立支援員

（オ）公共職業安定所（ハローワーク）

（カ）母子家庭等就業・自立支援センター

（キ）婦人相談所（女性相談センター）

（ク）家庭生活支援員の派遣（日常生活支援）

（ケ）養育費相談支援センター

（コ）弁護士無料法律相談（養育費等）

（タ）ひとり親家庭福祉推進員

（チ）生活福祉資金（社会福祉協議会）

（ツ）医療費助成（福祉医療制度（マル福））

（テ）年金（遺族年金・障害年金）

（ト）母子福祉援護資金（小口資金）

(Ｎ133)

利用しているまたは利用したことがある 知っているが利用したことはない 聞いたことはあるが内容は知らない 制度を知らない 無回答
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７－２ 寡婦福祉資金の利用の有無 

寡婦福祉資金の利用の有無について、「利用しているまたは利用したことがある」は 6.8％とな

っている。「制度を知らない」が 57.1％と最も多く、次いで「聞いたことはあるが内容は知らない」

が 18.0％となっている。 

【図 7-2 寡婦福祉資金の利用の有無】 

 

 

７－２－１ 寡婦福祉資金を利用したことがない理由 

寡婦福祉資金の内容を知っているが利用したことがない人のうち、利用したことがない理由は、

「必要としていない」が 71.4％と最も多くなっている。前回調査と比較すると、「必要としていな

い」は 13.5 ポイント増加している。 

【図 7-2-1 寡婦福祉資金を利用したことがない理由】 

 
 

  

6.8%

5.8%

10.5%

12.3%

18.0%

18.2%

57.1%

61.0%

7.5%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=133)

前回(Ｎ=154)

利用しているまたは利用したことがある 制度の内容を知っている

聞いたことはあるが内容は知らない 制度を知らない

無回答

7.1%

21.1%

7.1% 7.1%

5.3%

7.1%

10.5%

71.4%

57.9% 5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回(Ｎ=14)

前回(Ｎ=19)

貸付金額が低い 貸付金の種類が少ない

貸し付け条件が悪い（返済期限、利率等） 借入手続きがめんどう

必要としていない 無回答
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７－３ 希望する施策 

希望する施策は、「年金の増額」が 74.4％と最も多く、次いで「福祉医療制度（マル福）」が 65.4％、

「心配ごと等の相談事業の充実」が 27.1％となっている。 

前回調査と比較すると、「心配ごと等の相談事業の充実」が 8.9 ポイント増加し、「福祉医療制

度（マル福）」、および「寡婦向けの公営住宅の充実」が 4.7 ポイント減少している。 

【図 7-3 希望する施策（複数回答）】 

 
  

13.5%

65.4%

74.4%

15.8%

22.6%

24.8%

4.5%

27.1%

6.8%

11.7%

70.1%

77.3%

16.2%

27.3%

24.0%

6.5%

18.2%

5.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

寡婦福祉資金などの貸付制度の充実

福祉医療制度（マル福）の充実

年金の増額

日常生活支援事業の充実

寡婦向けの公営住宅の充実

寡婦の優先雇用、技術・資格取得のための援助

寡婦が構成する団体の育成・充実

心配ごと等の相談事業の充実

無回答

今回(Ｎ=133) 前回(Ｎ=154)
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７－４ 悩んでいること 

悩んでいることで１位の項目は、「生活費」が 27.1％と最も多く、次いで「老後のこと」が 23.3％、

「住宅」が 13.5％となっている。２位の項目は、「病気」が 21.1％と最も多く、次いで「仕事」

および「老後のこと」が 15.8％となっている。前回調査の１位と比べると「住宅」が 10.3 ポイン

ト増加し、「病気」が 5.3 ポイント、「生活費」が 4.7 ポイント減少している。 

 

【図 7-4 悩んでいること（複数回答）】 

 

  

27.1%

13.5%

6.0%

3.8%

3.0%

0.0%

6.0%

9.0%

1.5%

23.3%

3.0%

3.8%

9.8%

10.5%

15.8%

3.0%

0.8%

0.8%

4.5%

21.1%

3.8%

15.8%

2.3%

12.0%

9.8%

6.0%

6.0%

2.3%

0.8%

0.0%

5.3%

10.5%

1.5%

33.8%

1.5%

22.6%

31.8%

3.2%

9.7%

4.5%

1.3%

0.0%

3.2%

14.3%

2.6%

21.4%

3.9%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

生活費

住宅

仕事

子どものこと

近所・親戚つきあい

再婚について

精神的不安定・さみしさ

病気

借金・ローンのこと

老後のこと

その他

無回答

今回第１位 今回第２位 今回第３位 前回第１位
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７－５ 身近な相談相手 

身近な相談相手は、「親族」が 49.6％と最も多く、次いで「知人・隣人」が 18.8％、「欲しいと

思うがいない」が 14.3％となっている。 

【図 7-5 身近な相談相手】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.6%

18.8%

0.8%

0.0%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.8%

4.5%

14.3%

3.8%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

親族

知人・隣人

母子・父子自立支援員等

母子寡婦福祉団体

公的機関

ひとり親家庭福祉推進員

NPO法人

任意団体

インターネット

その他

欲しいと思うがいない

必要がない

無回答

(Ｎ=133)
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